
オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
六
七

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程

─
重
大
局
面
と
し
て
の
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立

─福
　
　
森
　
　
憲
一
郎

一
　
情
報
環
境
の
積
極
的
構
築

本
稿
は
、
米
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
に
対
す
る
規
制
ル
ー
ル
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
な
ぜ
オ
バ
マ
政
権
期
に
積
極
的
な
規
制

を
可
能
に
す
る
ル
ー
ル
が
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

（
１
）

。
オ
バ
マ
政
権
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
を
重
視
し
、
様
々
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る

（
２
）

。

特
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
関
し
て
は
、
学
校
や
図
書
館
、
医
療
機
関
な
ど
の
主
要
施
設
に
お
け
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
（Internet S

ervice P
rovider: IS

P

）
に
対
す
る
規
制
ル
ー

ル
の
強
化
を
実
現
し
た

（
３
）

。

論

　説

）
九
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四
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
六
八

Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
ル
ー
ル
の
作
成
は
、
米
国
連
邦
通
信
委
員
会
（F

ederal C
om

m
unications C

om
m

ission: F
C

C

）
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
米
国
の
放
送
事
業
に
対
す
る
独
立
規
制
機
関
で
あ
り
、
米
国
内
に
お
け
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
対
し
て
、
公
式
の

制
度
に
基
づ
く
自
律
性
を
有
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
他
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
と
同
様
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
て
も
規
制
権
限
の
獲

得
を
目
指
し
て
き
た
。
オ
バ
マ
政
権
に
お
い
て
成
立
し
た
規
制
ル
ー
ル
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
（N

etw
ork N

eutrality

）」
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
お
り
、
中
立
的
な
情
報
通
信
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
一
定
の
規
制
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
対
し
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
委
員
構
成
が
政
権
与
党
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
か
ら
、
オ
バ
マ
政
権
の
意
向
が

反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
対
し
て
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策

に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
の
ほ
か
に
も
、
規
制
権
限
が
明
確
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
議
論
へ
の
注
目
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
稿
は
、
第
一
に
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
法
的
基
盤
と
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
権
限
が
い
か
に

し
て
示
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
対
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
注
目
の

高
ま
り
が
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
を
発
表
す
る
ご
と
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
の
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ル

の
具
体
的
な
内
容
を
定
め
て
き
た
。
米
国
に
お
い
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
が
問
題
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
物
理
基
盤
を
も
つ

Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
行
っ
た
恐
れ
の
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
規
制
ル
ー
ル
（「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
（Internet P

olicy S
tatem

ent

）」）

を
発
表
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
是
正
命
令
を
行
っ
た
。
是
正
命
令
を
受
け
た
大
手
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
権
限
に

関
す
る
訴
え
を
起
こ
す
。
判
決
は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
側
の
主
張
を
認
め
た
た
め
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
再
び
規
制
ル
ー
ル
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

）
九
二
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
六
九

Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
新
た
に
発
表
し
た
規
制
ル
ー
ル
（「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
（O

pen Internet O
rder

）」）
は
、
命
令
の
根
拠
規
定
と

し
て
一
九
三
四
年
通
信
法
（T

he C
om

m
unication A

ct of 1934

）を
定
め
て
い
る
。
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
の
特
徴
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
市

場
の
拡
大
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
を
消
極
的
な
も
の
に
止
め
る
点
に
あ
っ
た
。
軽
規
制
ル
ー
ル
の
有
効
性
に
関
し

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
再
び
訴
え
を
起
こ
す
と
、
裁
判
所
は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
命
令
自
体
の
有
効
性
は
否
定
し
た
も
の
の
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対

す
る
規
制
権
限
は
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
判
決
を
受
け
て
新
た
に
重
規
制
ル
ー
ル
（「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
（T

itle 

II O
rder

）」）
を
発
表
す
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
規
制
ル
ー
ル
を
繰
り
返
し
発
表
す
る
な
か
で
、
世
論
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
拡
大
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
々
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
オ
バ
マ

（B
arack H

ussein O
bam

a II

）
大
統
領
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
の
発
表
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
と
い
う
問
題
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
重
規
制
ル
ー
ル
が
成
立

し
た
背
景
に
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
を
通
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
注
目
の
高
ま
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
次
節
で
は
分
析
枠
組
み
を
示
す
。
本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
規
制

ル
ー
ル
の
成
立
を
可
能
に
し
た
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
す
。
第
二
節
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
に
お
い
て

論
点
と
な
っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
議
論
の
展
開
を
ま
と
め
る
。
第
三
節
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
が
軽
規
制
か

ら
重
規
制
へ
と
変
化
し
た
過
程
を
三
段
階
に
分
け
て
分
析
す
る
。
特
に
、
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
が
発
表
さ
れ
る
ご
と
に
、
規
制
ル
ー
ル
の

具
体
的
な
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ま
た
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
対
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
議
論
の
高

）
九
二
一
（



オ
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の
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は
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そ
の
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め
、
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Ｃ
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決
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に
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II O
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を
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。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
規
制
ル
ー
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を
繰
り
返
し
発
表
す
る
な
か
で
、
世
論
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
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は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
拡
大
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
々
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
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二
〇
一
四
年
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オ
バ
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（B
arack H

ussein O
bam

a II
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大
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領
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る
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ワ
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立
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Ｃ
Ｔ
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認
識
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う
に
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中
で
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た
も
の
で
あ
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ー
ル
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立

し
た
背
景
に
は
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
を
通
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
注
目
の
高
ま
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
次
節
で
は
分
析
枠
組
み
を
示
す
。
本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
規
制

ル
ー
ル
の
成
立
を
可
能
に
し
た
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
す
。
第
二
節
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
に
お
い
て

論
点
と
な
っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
議
論
の
展
開
を
ま
と
め
る
。
第
三
節
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
が
軽
規
制
か

ら
重
規
制
へ
と
変
化
し
た
過
程
を
三
段
階
に
分
け
て
分
析
す
る
。
特
に
、
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
が
発
表
さ
れ
る
ご
と
に
、
規
制
ル
ー
ル
の

具
体
的
な
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ま
た
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
対
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
議
論
の
高

）
九
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
七
〇

ま
り
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
観
点
か
ら
米
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
政
策
を
分
析
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
と
課
題
が
あ
る
の
か
を
示
す
。

二
　
分
析
枠
組
み

─
歴
史
的
制
度
論

Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
独
立
規
制
機
関
と
し
て
組
織
が
持
つ
特
徴
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た

（
４
）

。
特
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に

対
す
る
規
制
ル
ー
ル
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
発
表
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
内
容
を
分
析
す
る
も
の
が
多
く

（
５
）

、
規
制
ル
ー
ル
の
形
成
過
程
に
関

す
る
分
析
は
少
な
い

（
６
）

。
本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
を
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
影
響

を
与
え
た
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
注
目
す
る
。

歴
史
的
制
度
論
で
は
、
制
度
発
展
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
政
治
過
程
に
お
け
る
時
間
と
い
う
要
素
に
注
目
し
、
そ
の
過
程
や

偶
発
的
に
生
じ
た
重
大
な
岐
路
を
手
が
か
り
に
す
る

（
７
）

。
歴
史
的
制
度
論
に
お
い
て
、
制
度
は
、
公
式
的
な
制
度
や
組
織
だ
け
で
は
な
く
、

ル
ー
ル
や
手
続
き
な
ど
の
非
公
式
の
慣
習
も
含
む
広
範
な
概
念
を
意
味
す
る

（
８
）

。
制
度
が
も
た
ら
す
影
響
は
、
ア
ク
タ
ー
の
利
益
や
権
力
配

分
の
程
度
、
さ
ら
に
は
、
ア
ク
タ
ー
が
関
与
す
る
政
策
過
程
全
体
に
ま
で
作
用
す
る
。

ピ
ア
ソ
ン
（P

aul P
ierson

）
は
、
制
度
の
「
経
路
依
存
性
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
政
策
や
既
存
制
度
の
規
定
力
や
拘
束
力

が
、
制
度
の
形
成
過
程
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
９
）

。
制
度
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
因
果
プ
ロ
セ
ス
が
一
度
作
動

す
る
と
、
特
定
の
パ
タ
ー
ン
が
再
生
産
さ
れ
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
度
は
維
持
さ
れ
て
い
く
。
偶
発
的
な

出
来
事
が
生
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
結
果
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
選
択
が
行
わ
れ
た
配
列
や
順
番
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
制
度

は
左
右
さ
れ
る

（
10
）

。

）
九
二
二
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
七
一

ピ
ア
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
は
経
済
と
比
較
し
た
場
合
、
経
路
依
存
性
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

（
11
）

。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
は
公
共
財

を
供
給
す
る
集
合
的
行
為
で
あ
り
、
一
度
決
定
さ
れ
制
度
化
が
進
む
と
、
そ
の
後
に
変
更
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
制
度

の
維
持
に
対
し
て
は
、
政
治
制
度
の
強
制
性
や
ア
ク
タ
ー
の
権
限
、
権
力
非
対
称
性
や
政
治
の
多
義
性
な
ど
が
寄
与
す
る
。
特
に
、「
タ

イ
ミ
ン
グ
」
は
、
政
治
制
度
の
維
持
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

（
12
）

。
あ
る
ア
ク
タ
ー
が
政
治
的
空
間
に
一
番
に
登
場
し
た
場
合
、
自
ら
に
有

利
に
な
る
制
度
や
ル
ー
ル
を
設
計
す
る
可
能
性
が
高
い
。
特
定
の
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
有
利
な
制
度
が
定
着
し
た
場
合
、
後
続
の
ア
ク

タ
ー
に
よ
る
参
入
は
困
難
に
な
る
。

し
か
し
、
政
策
過
程
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
歴
史
的
制
度
論
に
対
し
て
は
様
々
な
批
判
が
行
わ
れ
き
た
。
例
え
ば
、
歴
史
的
制

度
論
を
独
立
し
た
立
場
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
へ
の
批
判
や

（
13
）

、
歴
史
的
制
度
論
が
も
つ
説
明
力
に
対
す
る
批
判
が
存
在
す
る
。
特
に
、

因
果
関
係
を
状
況
依
存
的
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
見
方
に
対
し
て
は
、
制
度
の
発
展
や
ア
ク
タ
ー
の
行
動
能
力
を
軽
視
し
て
い
る
と

の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る

（
14
）

。
ま
た
、
歴
史
的
制
度
論
は
、
制
度
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
明
確
で
あ
り
、
説
明
モ
デ
ル
と
し
て
未
確
立
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
に
お
け
る
変
動
の
予
測
能
力
を
ほ
と
ん
ど
欠
い
て
い
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。

本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
が
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
制
度
発
生
の
時
点
に
お
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
点
に

関
し
て
、
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
有
効
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
の
観
点
か
ら
重
規
制
ル
ー
ル

の
成
立
過
程
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
自
体
が
、
単
に
オ
バ
マ
政
権
や
民
主
党
の
意
向
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
要
因
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
新
た
な
ル
ー
ル
を
発
表
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
権
限
の
法
的
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
議
論
に
対

し
て
世
論
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

）
九
二
四
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あ
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八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
七
二

重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
関
し
て
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
主
張
を
維
持
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
権

限
を
強
化
し
た
点
に
関
し
て
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た

（
16
）

。
オ
バ
マ
政
権
は
当
初
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
を
重
視
し
て
お
り
、
二
〇
〇
九

年
一
月
に
行
わ
れ
た
第
一
期
大
統
領
就
任
演
説
に
お
い
て
は
、
米
国
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し
た

（
17
）

。
特
に
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
情
報
環
境
の
基
盤
を
構
築
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
一
定
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
き
た
。

ま
た
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
み
な
ら
ず
、
民
主
党
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
関
す
る
意
向
を
表
す
も
の
で

あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
委
員
構
成
に
お
い
て
、
政
権
与
党
が
多
数
派
で
あ
る
た
め
、
政
策
内
容
も
与
党
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

政
策
に
関
し
て
も
、
共
和
党
と
民
主
党
の
間
に
お
け
る
立
場
の
違
い
は
大
き
く
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
の

内
容
も
異
な
っ
て
い
る
。
共
和
党
の
場
合
は
、
規
制
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
を
危
惧
し
、
政
府
の
介
入
は
最
小
限
に
止
め
る
と

い
う
立
場
を
採
る
。
し
か
し
民
主
党
は
、
自
由
な
情
報
交
換
を
実
現
す
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
積
極
的
な
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
。

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
当
初
か
ら
の
民
主
党
の
意
向
に
沿
う
も
の
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
要
因
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
を
通
じ
た
政
権
与
党
の
影
響
力
だ
け
で
は
な
い
。
重
規
制
ア
プ

ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
規
制
ル
ー
ル
に
対
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
巡
回
控
訴
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
規
制

ル
ー
ル
を
発
表
す
る
度
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
そ
の
法
的
根
拠
に
関
し
て
訴
え
を
起
こ
し
た
。
規
制
ル
ー
ル
の
有
効
性
が
裁
判
に
お
い
て
争
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
権
限
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
バ
マ
政
権
期
に
お

い
て
重
規
制
ル
ー
ル
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
法
的
な
規
制
権
限
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

）
九
二
九
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
七
三

ま
た
、
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
認
識
の
高
ま
り
が
あ
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の

問
題
は
も
と
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
資
源
配
分
の
問
題
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
、
交
換
可
能
な
情
報
量

が
増
加
す
る
に
伴
い
、
情
報
の
質
や
価
値
の
問
題
が
徐
々
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
新
た
に
発
表
し
た
規
制
ル
ー
ル
に

対
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
バ
マ
政
権
期
に
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
認
識

が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
い
か
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
も
と
で
、
重
規
制
ル
ー
ル
が
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
の
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三
　「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
を
め
ぐ
る
論
争

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
に
お
け
る
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
米
国
や
欧
州
諸
国
に
お

い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
拡
大
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
に
お
け
る
遅
延
の
解
消
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
差
別
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
論
点
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

（
18
）

。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
公
平
性
に
関
係
す
る
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
と
い

う
概
念
は
、
一
八
六
〇
年
代
の
電
信
に
対
す
る
法
規
制
の
中
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公
平
性
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
分
散
的
な
制
御
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る

（
19
）

。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
設
計
上
、
シ
ス
テ
ム
制
御
の
責
任
は
、
中
枢
で
は
な
く
末
端
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

）
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も
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多
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の
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ら
れ
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は
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に
関
す
る
認
識

が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
い
か
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
も
と
で
、
重
規
制
ル
ー
ル
が
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
の
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三
　「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
を
め
ぐ
る
論
争

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
に
お
け
る
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
米
国
や
欧
州
諸
国
に
お

い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
拡
大
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
に
お
け
る
遅
延
の
解
消
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
差
別
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
論
点
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

（
18
）

。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
公
平
性
に
関
係
す
る
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
と
い

う
概
念
は
、
一
八
六
〇
年
代
の
電
信
に
対
す
る
法
規
制
の
中
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公
平
性
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
分
散
的
な
制
御
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る

（
19
）

。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
設
計
上
、
シ
ス
テ
ム
制
御
の
責
任
は
、
中
枢
で
は
な
く
末
端
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

）
九
二
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
七
四

事
業
者
は
、
交
換
さ
れ
る
通
信
の
内
容
に
関
し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
問
題
に
関
す
る
議
論
の
始
ま
り
は
二
〇
〇
三
年
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
テ
ィ
ム
・
ウ
ー
（T

im
 

W
u

）
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
の
原
則
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
を
主
張
し
た

（
20
）

。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
支
持
者
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
間
の
競
合
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
改
善
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る

（
21
）

。
し
か
し
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
規
制
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
と
の
批
判
的
な
意
見
も
存

在
す
る

（
22
）

。
そ
の
た
め
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
へ
の
介
入
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

テ
ィ
ム
・
ウ
ー
の
主
張
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
政
府
の
規
制
な
し
に
成
立
可
能
か
否
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
間
の
公
平
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
か
ら
特
定
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
特
別
の
取
り
扱
い
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、
米
国
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
実
現
の
た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（B

roadband 

Internet A
ccess S

ervice

）
市
場
の
寡
占
化
を
問
題
視
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
者
に
非
差
別
原
則
を
求
め
る
規
制
の
導
入
が
望
ま
し
い

と
彼
は
主
張
し
た

（
23
）

。

テ
ィ
ム
・
ウ
ー
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
注
目
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
量
の
爆

発
的
な
増
加
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
者
の
拡
大
を
招
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
容
量
の
不
足
と
い
う
問
題
を
引

き
起
こ
し
た
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
が
問
題
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
の
分
配
に
関
す
る
問
題
が
あ
り
、
限

り
あ
る
通
信
資
源
を
ど
の
よ
う
に
割
り
当
て
る
べ
き
か
が
論
点
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
量
の
急
激
な
増
加
の
み
が
、
通
信
の
妨
害
を
も
た
ら
す
訳
で
は
な
い
。
問
題
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
容
量

）
九
二
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
七
五

の
供
給
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
は
当
初
、
参
入
障
壁
の
低
さ
か
ら
競
争
の
活
発
化
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、

相
次
ぐ
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
や
電
気
通
信
事
業
者
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
を
有
す
る
イ
ン
フ
ラ
事
業

者
が
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
に
お
い
て
市
場
支
配
力
を
高
め
て
い
っ
た

（
24
）

。
そ
の
結
果
、
隣
接
市
場
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
て
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
が
影
響
力
を
行
使
す
る
懸
念
が
生
じ
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

用
制
限
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制
約
さ
れ
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
乱
制
御
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
公
共
性
を
担
保
し
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
に
お
い
て
、
資
源
配
分
の
問
題
の
み

な
ら
ず
、
情
報
交
換
に
お
け
る
公
平
性
も
論
点
と
な
っ
た
。

米
国
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
非
差
別
原
則
を
求
め
る
規
制
の
導
入
を
求
め
る

中
で
行
わ
れ
た
。
政
府
レ
ベ
ル
の
議
論
で
は
、
民
主
党
と
共
和
党
の
間
の
対
立
は
解
消
さ
れ
ず
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
法
案
は
す
べ
て
廃
案
と
な
っ
て
い
る

（
25
）

。
そ
の
た
め
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
対
す
る
政
府
の

態
度
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
重
規
制
ル
ー
ル
の
形
成
過
程
に
お
け
る
三
段
階

⑴

　第
一
段
階

─
規
制
ル
ー
ル
の
公
表

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
初
め
て
意
見
表
明
を
行
っ
た
場
面
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
八
日
に
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で

開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（T

he D
igital B

roadband M
igration: T

ow
ard a R

egulatory R
egim

e for the Internet A
ge

）
で
あ
る
。
こ

）
九
二
四
（
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Ｃ
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を
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が
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
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市
場
に
お
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て
市
場
支
配
力
を
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た
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24
）

。
そ
の
結
果
、
隣
接
市
場
の
コ
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テ
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や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
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ン
に
対
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て
、
イ
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フ
ラ
事
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者
が
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力
を
行
使
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念
が
生
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た
。

ま
た
、
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ケ
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・
メ
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と
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て
重
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地
位
を
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よ
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に
な
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
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ク
の
利

用
制
限
に
よ
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て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
ョ
ン
が
制
約
さ
れ
る
恐
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が
指
摘
さ
れ
た
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そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
乱
制
御
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｓ
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が
公
共
性
を
担
保
し
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
に
お
い
て
、
資
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配
分
の
問
題
の
み

な
ら
ず
、
情
報
交
換
に
お
け
る
公
平
性
も
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点
と
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た
。

米
国
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
Ｉ
Ｓ
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に
対
し
て
非
差
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原
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を
求
め
る
規
制
の
導
入
を
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る

中
で
行
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た
。
政
府
レ
ベ
ル
の
議
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で
は
、
民
主
党
と
共
和
党
の
間
の
対
立
は
解
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さ
れ
ず
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
法
案
は
す
べ
て
廃
案
と
な
っ
て
い
る

（
25
）

。
そ
の
た
め
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
対
す
る
政
府
の

態
度
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
ル
ー
ル
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
重
規
制
ル
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ル
の
形
成
過
程
に
お
け
る
三
段
階

⑴
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一
段
階

─
規
制
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の
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表

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
初
め
て
意
見
表
明
を
行
っ
た
場
面
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
八
日
に
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で

開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（T

he D
igital B
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igration: T
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egulatory R
egim
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）
で
あ
る
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）
九
二
四
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日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
七
六

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
パ
ウ
エ
ル
（M

ichael P
ow

ell

）
委
員
長
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
者
間
に
お
い
て
守
ら
れ
る
べ
き
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
自
由
」
を
提
唱
し
、
多
様
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
訴
え
た

（
26
）

。

し
か
し
こ
の
声
明
は
、
パ
ウ
エ
ル
委
員
長
個
人
の
意
見
表
明
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
法
的
拘
束
力
を
も

つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
公
式
の
規
制
ル
ー
ル
の
検
討
に
取
り
組
ん
だ
要
因
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
事
案
の
発
生
で
あ

る
。
二
〇
〇
五
年
二
月
、
大
手
通
信
企
業
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
リ
バ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ボ
ナ
ー
ジ
ュ
の
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を

ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ボ
ナ
ー
ジ
ュ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
で
あ
り
、
こ
の
出
来
事

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
デ
ー
タ
通
信
を
差
別
的
に
取
り
扱
っ
た
事
例
と
し
て
初
め
て
裁
判
に
ま
で
発
展
し
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
こ
の
時
、
マ
デ
ィ
ソ
ン

リ
バ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
一
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
と
通
信
の
ブ
ロ
ッ
ク
禁
止
を
命
じ
て
い
る

（
27
）

。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
お
い
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
規
則
を
公
式
に
発
表
し
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
五
日
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政

策
声
明
」
で
あ
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
は
、
通
信
法
二
三
〇
条
ｂ
項
お
よ
び
同
七
六
〇
条
ａ
項
を
法
的
拘
束
力
の
根
拠
規

定
と
し
て
掲
げ
て
い
る

（
28
）

。
こ
の
規
則
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
開
放
性
、
相
互
接
続
性
の
維
持
や
促
進
の
た

め
の
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
地
位
と
し
て
四
つ
の
原
則
を
打
ち
出
し
て
い
る

（
29
）

。
規
制
ル
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
合
理
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
」
を
実
現
す
る
た
め
、
①
自
ら
が
選
択
す
る
合
法
的
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
、
②
法
執
行
の
要
請
の

枠
内
で
自
身
が
選
ぶ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
権
利
、
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
損
害
を
与
え
な
い
限
り
自
ら
が
望
む

合
法
的
端
末
装
置
を
接
続
で
き
る
権
利
、
④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
者
や
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
の
競
争
を
享
受
で
き

る
権
利
が
示
さ
れ
て
い
る
。

）
九
二
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
七
七

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
は
あ
く
ま
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
と
ど
ま
り
、
消
費
者
に
対
し
て
法
的
な
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
声
明
は
そ
れ
以
降
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
規
制
ル
ー
ル
の
指
針
と
な
る
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
大
手
通
信

企
業
の
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
が
、
ピ
ア
ツ
ー
ピ
ア
方
式
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
の
「
ビ
ッ
ト
ト
レ
ン
ト
」
の
通
信
を
制
限
し
た
疑
い
が
生
じ

た
。「
ビ
ッ
ト
ト
レ
ン
ト
」
に
対
し
て
は
、
著
作
権
の
あ
る
音
楽
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
違
法
行
為
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

な
が
ら
も
、
合
法
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
広
め
る
上
で
の
有
効
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
一
方
的
な
制

限
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
原
則
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
非
難
の
声
が
上
が
っ
て
い
た

（
30
）

。

二
〇
〇
八
年
一
月
に
な
る
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
調
査
に
乗
り
出
し
、
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
が
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
通
信
の
制
限
を
違
法
と
み
な
し

た
。
そ
し
て
同
社
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
通
信
の
制
限
の
中
止
と
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
透
明
性
を
持
た
せ
る
よ
う

是
正
命
令
を
出
し
た

（
31
）

。
こ
の
時
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
下
し
た
是
正
命
令
の
法
的
根
拠
は
、
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅰ
（T

itle
Ⅰ

）
四
条
ⅰ
項
で
あ
り
、

同
条
は
通
信
法
の
も
と
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
必
要
な
行
為
の
実
施
を
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
決
定
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
侵
害
を
初
め
て
公
式
に
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
九
月
四
日
、
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
是
正
命
令
の
有
効
性
に
関
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
提
訴

し
た
。
裁
判
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
命
令
を
下
す
法
的
権
限
を
争
う
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
六

日
に
下
さ
れ
た
判
決
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
命
令
は
無
効
で
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
混
雑
管
理
行
為
を
規
制
す
る
権
限
を

持
た
な
い
と
さ
れ
た

（
32
）

。
判
決
の
理
由
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
補
助
的
管
轄
権
に
関
し
て

（
33
）

、
そ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
条
項
の
論
証
が
不

十
分
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
一
度
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
侵
害
事
案
に
対
す
る
権
限
を

大
き
く
失
っ
て
し
ま
う
。

）
九
二
四
（



オ
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。
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の
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の
Ｆ
Ｃ
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に
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制
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指
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と
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。
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、
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通
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に
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は
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の
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や
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に
使
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が
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も
、
合
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的
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の
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い
た
。
そ
の
た
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コ
ム
キ
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ス
ト
に
よ
る
一
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的
な
制

限
が
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Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
原
則
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
非
難
の
声
が
上
が
っ
て
い
た

（
30
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二
〇
〇
八
年
一
月
に
な
る
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
調
査
に
乗
り
出
し
、
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
が
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
通
信
の
制
限
を
違
法
と
み
な
し

た
。
そ
し
て
同
社
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
通
信
の
制
限
の
中
止
と
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
透
明
性
を
持
た
せ
る
よ
う

是
正
命
令
を
出
し
た

（
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こ
の
時
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
下
し
た
是
正
命
令
の
法
的
根
拠
は
、
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅰ
（T

itle
Ⅰ
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四
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項
で
あ
り
、

同
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は
通
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の
も
と
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
必
要
な
行
為
の
実
施
を
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
許
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す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
決
定
は
、
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Ｓ
Ｐ
に
よ
る
「
ネ
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ワ
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ク
中
立
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」
の
侵
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を
初
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て
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式
に
判
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
九
月
四
日
、
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
是
正
命
令
の
有
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性
に
関
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
巡
回
控
訴
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所
に
提
訴

し
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。
裁
判
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
命
令
を
下
す
法
的
権
限
を
争
う
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
六

日
に
下
さ
れ
た
判
決
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
命
令
は
無
効
で
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
混
雑
管
理
行
為
を
規
制
す
る
権
限
を

持
た
な
い
と
さ
れ
た
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）

。
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決
の
理
由
と
し
て
は
、
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の
補
助
的
管
轄
権
に
関
し
て

（
33
）

、
そ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
条
項
の
論
証
が
不

十
分
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
一
度
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ネ
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ト
ワ
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ク
中
立
性
」
の
侵
害
事
案
に
対
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る
権
限
を

大
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く
失
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て
し
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う
。

）
九
二
四
（
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本
法
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　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
七
八

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
内
容
を
明
文
化
し
た
最
初
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
声
明
は
、

そ
の
後
の
規
制
ル
ー
ル
の
雛
形
と
な
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
規
制
に
関
す
る
行
動
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
次
の
課
題
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
権
限
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
に
続
く
規
制
ル
ー
ル
の
作
成
に
お
い
て
、

Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
具
体
的
な
法
的
根
拠
に
基
づ
く
規
制
ル
ー
ル
の
提
示
を
試
み
る
。

⑵

　第
二
段
階

─
軽
規
制
ル
ー
ル
の
成
立

二
〇
一
〇
年
の
判
決
を
受
け
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
新
た
な
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討
を
行
う
。
当
時
の
委
員
長
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ナ
ッ
チ
ョ
ー

ス
キ
ー
（Julius G

enachow
ski

）
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
（T

itle
Ⅱ

）
の
対
象
と
な
る
「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
再
分

類
し
、
規
制
の
運
用
に
お
い
て
そ
の
大
部
分
の
適
用
を
差
し
控
え
る
と
い
う
「
第
三
の
道
）」
を
構
想
し
た

（
34
）

。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
事
業
を
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅰ
に
あ
る
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
（inform

ation service

）」
に

分
類
し
、
比
較
的
緩
や
か
な
対
応
を
試
み
て
き
た
（
第
一
の
道
）。
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
の
公
益
事
業
（
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
）
で
あ
る
「
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
（T

elecom
m

unication S
ervice

）」
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
位
置
付
け
る
場
合
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
強
い
権
限
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、

電
話
な
ど
と
同
様
の
規
制
対
象
と
な
る
（
第
二
の
道
）。
そ
こ
で
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
権
限
が
及
ぶ
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

範
疇
に
置
き
な
が
ら
、
規
制
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
「
第
三
の
道
」
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
再
分
類
へ
の
抵
抗
が
大
き
く
、

「
第
三
の
道
」
は
一
旦
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
「
第
三
の
道
」
構
想
に
代
わ
っ
て
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
を
発
表
す
る
。
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
一
日
の
「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
の
採
択
で
あ
る

（
35
）

。
こ
の
命
令
の
法
的
根
拠
は
、
通
信
法
七
〇
六
条
ａ
項
お
よ
び
ｂ
項
で
あ
っ
た
。
同
条
は
、「
す
べ

）
九
四
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
七
九

て
の
米
国
人
に
対
し
て
高
度
な
電
気
通
信
の
機
能
（advanced telecom

m
unications capability

）
を
合
理
的
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す

る
こ
と
を
奨
励
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
同
条
の
目
的
達
成
の
た
め
の
調
査
手
続
き
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
確
保
が
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
対
す
る
投
資
の
増
大
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
拡
大
に
つ
な
が
り
、
さ

ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
投
資
を
生
み
出
す
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
プ
ン
性
を
保
障
す
る

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
が
、
七
〇
六
条
の
目
標
達
成
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
主
張
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
の
内
容
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
規
定
し
、「
消
費
者
の
選
択
、
表
現
の
自
由
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
競

争
、
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
を
可
能
と
す
る
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
保
持
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
透
明
性
義
務
、
②
遮
断
禁
止
義
務
、
③
不
当
な
差
別
禁
止
義
務
と
い
う
三
つ
の
基
本
ル
ー

ル
を
挙
げ
て
い
る
。

同
命
令
の
特
徴
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
固
定
系
と
移
動
系
に
分
け
て
規
定
し
た
点
で
あ
り
、
特
に
、
移
動
系
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
自
由
裁
量

の
余
地
を
大
き
く
認
め
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
移
動
系
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
に
伴
う
複
雑
性
や
市
場
が
発
展
段
階
に
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、
透
明
性
及
び
遮
断
禁
止
義
務
の
一
部
だ
け
を
課
し
、
不
当
な
差
別
禁
止
義
務
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
、
同
命
令
は
、

隣
接
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
へ
の
配
慮
か
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
対
す
る
有
償
優
遇
措
置
を
認
め
て
い
な
い

（
36
）

。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
は
支
持
を
与
え
た
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
に
優
劣

を
つ
け
た
い
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
事
業
者
の
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
二
三
日
に

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
が
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
同
命
令
の
有
効
性
に
関
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
巡
回
控
訴
裁
判
所

）
九
四
一
（
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Ｃ
Ｔ
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的
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リ
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る
こ
と
を
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す
る
」
も
の
で
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り
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
同
条
の
目
的
達
成
の
た
め
の
調
査
手
続
き
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
確
保
が
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
対
す
る
投
資
の
増
大
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
拡
大
に
つ
な
が
り
、
さ

ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
投
資
を
生
み
出
す
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
プ
ン
性
を
保
障
す
る

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
が
、
七
〇
六
条
の
目
標
達
成
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
主
張
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
の
内
容
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
規
定
し
、「
消
費
者
の
選
択
、
表
現
の
自
由
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
競

争
、
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
を
可
能
と
す
る
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
保
持
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
透
明
性
義
務
、
②
遮
断
禁
止
義
務
、
③
不
当
な
差
別
禁
止
義
務
と
い
う
三
つ
の
基
本
ル
ー

ル
を
挙
げ
て
い
る
。

同
命
令
の
特
徴
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
固
定
系
と
移
動
系
に
分
け
て
規
定
し
た
点
で
あ
り
、
特
に
、
移
動
系
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
自
由
裁
量

の
余
地
を
大
き
く
認
め
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
移
動
系
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
に
伴
う
複
雑
性
や
市
場
が
発
展
段
階
に
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、
透
明
性
及
び
遮
断
禁
止
義
務
の
一
部
だ
け
を
課
し
、
不
当
な
差
別
禁
止
義
務
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
、
同
命
令
は
、

隣
接
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
へ
の
配
慮
か
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
対
す
る
有
償
優
遇
措
置
を
認
め
て
い
な
い

（
36
）

。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
は
支
持
を
与
え
た
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
に
優
劣

を
つ
け
た
い
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
事
業
者
の
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
二
三
日
に

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
が
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
同
命
令
の
有
効
性
に
関
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
巡
回
控
訴
裁
判
所

）
九
四
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
八
〇

に
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る

（
37
）

。
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
規
則
」
が
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
権
限
を
超
え

て
お
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張
し
た

（
38
）

。
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
の
主
張
と
し
て
は
、
第
一
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
規
制
ル
ー
ル
を
定
め

る
法
的
な
権
限
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
は
ル
ー
ル
が
恣
意
的
で
あ

り
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
提
供
者
を
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
信
法
に
違
反
し
て
い
る
と
の
主
張
も
行
っ
た
。

判
決
は
二
〇
一
四
年
一
月
一
四
日
に
下
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
、
通
信
法
七
〇
六
条
ａ
項
お
よ
び
ｂ
項
の
も
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
通
信

分
野
の
規
制
に
関
す
る
一
般
的
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た

（
39
）

。
し
か
し
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
に
お
け
る
接
続
義
務

と
公
平
義
務
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
対
す
る
中
立
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
を
、
通
信
法
第
二
編
に
定
め
ら
れ
て

い
る
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
規
制
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
、
ふ
た
つ
の
義
務
に
関
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
情
報
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
分
類
し
た
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
判
断
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
命
令
自
体
の
有
効
性
を
否
定
し
た
。

同
判
決
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
側
の
主
張
を
認
め
る
内
容
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
と
っ
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
対
す
る
自

身
の
規
制
権
限
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
同
判
決
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
既
存
の
通
信
法
に
基
づ
い
た
形
で

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
に
規
制
権
限
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
判
決
文
に
よ
れ
ば
、
接
続
義
務
と
公

平
義
務
に
関
し
て
、
一
定
の
交
渉
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
規
制
に
は
該
当
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

公
平
義
務
を
諦
め
て
最
低
限
の
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
接
続
義
務
の
み
に
絞
れ
ば
、
命
令
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
（
40
）

。「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
に
対
す
る
判
決
が
下
さ
れ
た
後
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
新
た
な
問
題
が
発
生

す
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
速
度
を
改
善
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
間
で
行
わ
れ
る
直
接
接
続
取
引
が
注

）
九
四
二
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
一

目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
41
）

。
例
え
ば
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
（N

etflix
）
は
、
自
社

が
公
表
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
ご
と
の
通
信
速
度
の
一
覧
に
お
い
て
、
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
と
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
通
信
速
度
が
二
〇
一
三
年
後
半
か
ら

数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
急
速
に
落
ち
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

（
42
）

。

通
信
速
度
の
低
下
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
二
〇
一
四
年
二
月
二
三
日
に
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
通
信
回
線
と
直
接

接
続
す
る
こ
と
で
両
社
は
合
意
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
、
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
と
も
同
様
の
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
両
社
と
の
直

接
接
続
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
通
信
速
度
は
回
復
し
た

（
43
）

。
し
か
し
、
こ
の
契
約
締
結
が
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
の
優
遇
措
置
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
上
が
り
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
が
さ
ら
に
高
ま
る
結
果

と
な
っ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
政
策
内
容
を
定
め
た
規

制
ル
ー
ル
で
あ
る
。
同
命
令
自
体
の
規
制
権
限
は
裁
判
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
、
通
信
法
に
基
づ
く
Ｉ
Ｓ
Ｐ

規
制
の
有
効
性
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
生
活
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
拡
大
に
伴
っ
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
重
規
制
ル
ー
ル
の
検
討
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

⑶

　第
三
段
階

─
重
規
制
ル
ー
ル
へ
の
転
換

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
に
対
す
る
判
決
を
受
け
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
二
〇
一
四
年
五
月
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関

す
る
規
則
の
改
定
案
を
発
表
し
、
同
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
開
始
し
た
。
改
定
案
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
命
令
」
の
方
針
を
維
持
し
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
不
当
な
差
別
や
遮
断
の
禁
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
た
に
提
案
さ
れ

）
九
四
四
（



オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
一

目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
41
）

。
例
え
ば
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
（N

etflix

）
は
、
自
社

が
公
表
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
ご
と
の
通
信
速
度
の
一
覧
に
お
い
て
、
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
と
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
通
信
速
度
が
二
〇
一
三
年
後
半
か
ら

数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
急
速
に
落
ち
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

（
42
）

。

通
信
速
度
の
低
下
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
二
〇
一
四
年
二
月
二
三
日
に
コ
ム
キ
ャ
ス
ト
の
通
信
回
線
と
直
接

接
続
す
る
こ
と
で
両
社
は
合
意
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
、
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
と
も
同
様
の
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
両
社
と
の
直

接
接
続
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
通
信
速
度
は
回
復
し
た

（
43
）

。
し
か
し
、
こ
の
契
約
締
結
が
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
の
優
遇
措
置
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
上
が
り
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
が
さ
ら
に
高
ま
る
結
果

と
な
っ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
政
策
声
明
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
政
策
内
容
を
定
め
た
規

制
ル
ー
ル
で
あ
る
。
同
命
令
自
体
の
規
制
権
限
は
裁
判
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
、
通
信
法
に
基
づ
く
Ｉ
Ｓ
Ｐ

規
制
の
有
効
性
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
生
活
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
拡
大
に
伴
っ
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
重
規
制
ル
ー
ル
の
検
討
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

⑶

　第
三
段
階

─
重
規
制
ル
ー
ル
へ
の
転
換

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
に
対
す
る
判
決
を
受
け
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
二
〇
一
四
年
五
月
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関

す
る
規
則
の
改
定
案
を
発
表
し
、
同
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
開
始
し
た
。
改
定
案
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
命
令
」
の
方
針
を
維
持
し
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
不
当
な
差
別
や
遮
断
の
禁
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
た
に
提
案
さ
れ

）
九
四
四
（
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本
法
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八
十
七
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四
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（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
八
二

た
内
容
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
追
加
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
優
先
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
（「
フ
ァ
ー
ス

ト
・
レ
ー
ン
（fast lane

）」）
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
44
）

。

フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ー
ン
を
認
め
る
改
定
案
に
対
し
て
、
大
手
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
は
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。
グ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
一
〇
〇
社
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
は
、
共
同
で
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
反
対
意
見
を
記
し
た
手
紙
を

提
出
し
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
追
加
規
定
は
、
優
先
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
容
認
し
て
お
り
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
技
術
的
、
経
済
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
企
業
を
差
別
化
す
る
懸
念
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
45
）

。
ま
た
、
改
定
案
に
関

し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
一
般
の
人
々
に
対
し
て
広
く
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
四
〇
〇
万
件
近
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
集
ま
っ
た

（
46
）

。「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ー
ン
」
の
導
入
に
対
し
て
は
否
定
的
な
意
見
も
多
く
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
改
定
案
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
〇
日
に
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
声
明
を
発
表
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
立
性
に
関
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

メ
ン
ト
を
行
っ
た

（
47
）

。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
二
〇
〇
七
年
に
行
っ
た
大
統
領
選
挙
演
説
の
中
で
自
身
を
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
の
確
固
と

し
た
支
持
者
」
と
呼
び
、
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
の
時
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
中
立
性
の
保
護
を
公
約
に
掲
げ
て
い

る
。
二
〇
一
四
年
八
月
に
は
「
次
の
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
現
れ
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
べ
き
だ
」

と
も
発
言
し
て
お
り
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ー
ン
」
に
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る

（
48
）

。

オ
バ
マ
大
統
領
は
声
明
の
中
で
、「
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
米
国
経
済
に
不
可
欠
」
と
し
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を

通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
強
化
を
訴
え
た
。
声
明
は
主

に
四
項
目
に
分
か
れ
て
お
り
、
①
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
不
当
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
遮
断
す
る
こ
と
の
禁
止
、
②
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
一
部
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
伝
達

速
度
を
意
図
的
に
調
整
す
る
こ
と
の
禁
止
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
お
け
る
透
明
性
の
強
化
、
④
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
有
料
で
優
先
サ
ー
ビ
ス

）
九
四
九
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
三

を
提
供
す
る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
民
主
党
の
ウ
ィ
ー
ラ
ー
（T

om
 W

heeler

）
委
員
長
は
二
〇
一
五
年
二
月
四
日
に
新
ル
ー
ル
で
あ
る
「
タ

イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
を
発
表
し
、
同
命
令
は
二
六
日
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ
委
員
に
よ
る
投
票
決
議
に
お
い
て
三
対
二
で
採
択
さ
れ
た
。
民
主
党
の
ク
ラ

イ
バ
ー
ン
（M

ignon C
lyburn

）
委
員
と
ロ
ー
ゼ
ン
ワ
ー
セ
ル
（Jessica R

osenw
orcel

）
委
員
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
済
は
世
界
の
羨

望
を
集
め
、
今
ま
さ
に
ア
プ
リ
経
済
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
新
し
い
規
則
は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
重
大
な
試
み
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

ウ
ィ
ー
ラ
ー
委
員
長
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
支
配
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
分
野
で
あ
る
」
と
述
べ
た

（
49
）

。
し
か
し
、
共
和
党
の

パ
イ
（A

jit P
ai

）
委
員
と
オ
ラ
イ
リ
ー
（M

ichael O
’R

eilly

）
委
員
は
非
難
す
る
姿
勢
を
示
し
、「
新
し
い
規
則
案
は
問
題
解
決
に
は
結
び

つ
か
ず
越
権
行
為
で
あ
る
」
と
も
主
張
し
て
い
る
。

「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
さ
れ
て
き
た
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
再
分
類
し
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
通
信

法
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
に
定
め
る
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
規
制
の
対
象
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
適
用
す
る
条
文
を
最
小
限
に
止
め

る
方
針
を
採
っ
て
い
る

（
50
）

。
再
分
類
の
根
拠
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
機
能
の
変
化
に
あ
る
。
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
が
、
第
三
者
の
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
頻
度
が
増
え
た
情
報
環
境
下
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ

は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
間
の
円
滑
な
接
続
環
境
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ

を
他
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
か
ら
は
区
別
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
は
価
格
と
設
備
導
入
に
関
す
る
決
定
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
上
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
通
信
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る

（
51
）

。

「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
こ
れ
ま
で
の
方
針
と
は
異
な
り
、
重
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
か
ら
の
反
発
は
大
き

か
っ
た
。
例
え
ば
、
業
界
団
体
テ
レ
コ
ム
は
、
命
令
の
有
効
性
に
対
す
る
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
六
月
一
四
日
に
下
さ
れ

）
九
四
四
（



オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
三

を
提
供
す
る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
民
主
党
の
ウ
ィ
ー
ラ
ー
（T

om
 W

heeler

）
委
員
長
は
二
〇
一
五
年
二
月
四
日
に
新
ル
ー
ル
で
あ
る
「
タ

イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
を
発
表
し
、
同
命
令
は
二
六
日
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ
委
員
に
よ
る
投
票
決
議
に
お
い
て
三
対
二
で
採
択
さ
れ
た
。
民
主
党
の
ク
ラ

イ
バ
ー
ン
（M

ignon C
lyburn

）
委
員
と
ロ
ー
ゼ
ン
ワ
ー
セ
ル
（Jessica R

osenw
orcel

）
委
員
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
済
は
世
界
の
羨

望
を
集
め
、
今
ま
さ
に
ア
プ
リ
経
済
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
新
し
い
規
則
は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
重
大
な
試
み
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

ウ
ィ
ー
ラ
ー
委
員
長
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
支
配
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
分
野
で
あ
る
」
と
述
べ
た

（
49
）

。
し
か
し
、
共
和
党
の

パ
イ
（A

jit P
ai

）
委
員
と
オ
ラ
イ
リ
ー
（M

ichael O
’R

eilly

）
委
員
は
非
難
す
る
姿
勢
を
示
し
、「
新
し
い
規
則
案
は
問
題
解
決
に
は
結
び

つ
か
ず
越
権
行
為
で
あ
る
」
と
も
主
張
し
て
い
る
。

「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
さ
れ
て
き
た
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
再
分
類
し
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
通
信

法
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
に
定
め
る
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
規
制
の
対
象
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
適
用
す
る
条
文
を
最
小
限
に
止
め

る
方
針
を
採
っ
て
い
る

（
50
）

。
再
分
類
の
根
拠
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
機
能
の
変
化
に
あ
る
。
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
が
、
第
三
者
の
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
頻
度
が
増
え
た
情
報
環
境
下
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ

は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
間
の
円
滑
な
接
続
環
境
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ

を
他
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
か
ら
は
区
別
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
は
価
格
と
設
備
導
入
に
関
す
る
決
定
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
上
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
通
信
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る

（
51
）

。

「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
こ
れ
ま
で
の
方
針
と
は
異
な
り
、
重
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
か
ら
の
反
発
は
大
き

か
っ
た
。
例
え
ば
、
業
界
団
体
テ
レ
コ
ム
は
、
命
令
の
有
効
性
に
対
す
る
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
六
月
一
四
日
に
下
さ
れ

）
九
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
八
四

た
判
決
は
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
の
有
効
性
を
認
め
た

（
52
）

。
し
か
し
、
大
手
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
そ
の
後
も
「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
に
対
し
て
反
対

の
姿
勢
を
と
り
、
議
会
に
対
し
て
軽
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
立
法
措
置
の
導
入
を
訴
え
続
け
た
。

ま
た
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
委
員
構
成
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
が
早
期
に

覆
さ
れ
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
た

（
53
）

。
共
和
党
は
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
に
対
し
て
は
否
定
的
な
姿
勢
を
と
り
続
け
て
お
り
、
オ
バ

マ
政
権
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
規
制
ル
ー
ル
を
無
効
と
す
る
た
め
の
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
実
際
、
ト
ラ
ン
プ
（D

onald 

John T
rum

p

）
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
四
日
に
採
択
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ダ
ム
命
令
（Internet F

reedom
 O

rder

）」
に
お
い
て
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
は
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
に
再
分
類
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
命
令
は
開
示
義
務
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
限
定
さ
れ
て
い
る

（
54
）

。
新
た
に

Ｆ
Ｃ
Ｃ
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
パ
イ
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
の
た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事
業
者
に
悪
影
響
を
与
え
る
規

制
の
緩
和
を
強
く
訴
え
た
。
新
た
な
規
制
ル
ー
ル
に
基
づ
く
場
合
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
は
、
市
場
競
争
と
連
邦
取
引
委
員
会
の

規
律
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
の
有
効
性
が
完
全
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
州
政
府
は
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
立
性
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
一
日

に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
保
護
を
強
く
推
し
進
め
る
法
案
を
可
決
し
て
い
る

（
55
）

。
ま
た
、
同
年
八
月
二
〇
日
に
は
、
二
二
の
州
と
コ

ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
が
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
対
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
動
き
を
阻
止
す
る
た
め
の
申
立
書
を
提
出
し
た

（
56
）

。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一

日
の
連
邦
裁
判
所
の
判
決
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ダ
ム
命
令
」
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
は
、
州

や
地
方
の
政
府
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
独
自
の
ル
ー
ル
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る

（
57
）

。
さ
ら
に
、
バ
イ
デ
ン
（Joe B

iden

）

）
九
四
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
五

政
権
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
を
強
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
58
）

。

ま
た
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
が
守
ら
れ
る
べ
き
価
値
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
的
状
況
が
存
在
す
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
当
初
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
間
に
お
い
て
公
正
な
交
渉
を
可
能
に
す
る
た
め

に
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
規
制
ル
ー
ル
の
目
的
は
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
の
発
展
を
妨
げ
な
い
形
で
既
存
の
規
制
を
可
能
な
限
り
適
用
し
、
市
場
へ
積
極
的
な
介
入
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
容
量
が
大
幅
に
拡
大
す
る
と
、
物
理
的
基
盤
を
も
つ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
恣
意
性
に
よ
っ
て
、
伝
達
さ
れ
る
内

容
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
側
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
ま
っ
た
状
態
に
お
い
て
、

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事
業
者
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
反
す
る
行
動
を
と
っ
た
場
合
、
世
論
か
ら
の
反
発
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

共
和
党
政
権
下
に
お
い
て
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
の
よ
う
な
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命

令
」
の
法
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
へ
の
認
識
が
拡
大
し
た
こ

と
は
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
の
法
的
有
効
性
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
オ
バ
マ
政
権
下
に
お
け
る
重
規
制
ル
ー
ル
の
成

立
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
命
令
に
対
す
る
判
決
と
社
会
状
況
の
変
化
を
考
慮
し
な
が
ら
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
民
主
党
の
意
向
を
政
策
に
結
び
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。

五
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
「
中
立
性
」

本
稿
は
、
歴
史
的
制
度
論
に
基
づ
き
な
が
ら
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
ル
ー
ル
の
形
成
過
程
を
三
段
階
に
分
け
て
分
析
を

行
っ
た
。
重
規
制
ル
ー
ル
の
内
容
は
、「
中
立
的
な
」
情
報
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
一
定
の
規
制
を
求
め
る
も
の
と

）
九
四
四
（
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Ⅱ
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令
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Ａ
Ｓ
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Ｐ
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な
っ
て
お
り
、
オ
バ
マ
政
権
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
関
す
る
姿
勢
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
自
体

に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
法
的
な
規
制
権
限
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
と
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
へ
の
認
識
が
高
ま
り

を
み
せ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
当
初
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
積
極
的
な
規
制
を
避
け
る
軽
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
の
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
判
決
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
権
限
が
認
め
ら
れ
る
と
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ

は
重
規
制
ル
ー
ル
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
公
共
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
再
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
積
極
的
な
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
制
ル
ー
ル
は
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
侵
害
事
案
に
対
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
個
別
判
断
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
の
判
決
で
は
規
制
ル
ー
ル

に
お
け
る
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
法
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
二
〇
一
四
年
の
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
判
決
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
権

限
の
法
的
根
拠
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
規
制
権
限
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
規
制
ル
ー
ル
の

内
容
に
お
け
る
不
備
が
指
摘
さ
れ
た
た
め
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
重
規
制
ル
ー
ル
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
は
、
米
国
民
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
に
関
す
る
認

識
が
高
ま
り
を
見
せ
た
中
で
行
わ
れ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
と
Ｉ
Ｓ
Ｐ
間
の
直
接
取
引
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
問
題
が
注

目
を
集
め
る
契
機
と
な
り
、「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
命
令
」
の
改
訂
版
や
「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
多
く
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
集
ま
っ
た
。「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
の
採
択
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
管
理
が
コ
ン
テ
ン
ツ
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

）
九
四
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
七

し
か
し
、
本
稿
に
は
課
題
も
存
在
す
る
。
第
一
に
は
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
有
効
性
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
歴
史
的
制
度
論
で
は
、
制
度

の
経
路
依
存
性
が
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
点
に
関
す
る
記
述
が
不
十
分
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ダ
ム
命
令
」
は
、「
タ
イ
ト
ル
Ⅱ
命
令
」
を
否
定
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
を
最
小
限
に

留
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
ま
り
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
ル
ー
ル
の
変
更
自
体
が

直
接
的
に
重
規
制
ル
ー
ル
の
法
的
有
効
性
を
阻
害
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
重
規
制
ル
ー
ル
の
成
立
ま
で
を
分
析
対
象

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
的
有
効
性
を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
関
す
る
新
た
な
論
点
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
規
制
対
象
と
な
る
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事
業

者
が
変
化
す
る
可
能
性
で
あ
り
、
特
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
主
導
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
事
業
者
が
表
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
59
）

。
オ
バ
マ
政

権
期
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
の
議
論
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
意
図
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
を
問
題
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
が
自
身
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
有
す
る
場
合
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
新
た
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
オ
バ

マ
政
権
に
お
け
る
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
重
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
の
成
立
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
規
制
に
よ
っ
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
」
を
実
現
す
る
た
め
の

ひ
と
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
。
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
分
析
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
市
場
の
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
、
新
た
な

「
中
立
性
」
概
念
や
具
体
的
な
政
策
内
容
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

（
1
） 

本
稿
に
お
け
る
「
重
規
制
ル
ー
ル
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
者
間
の
自
由
な
情
報
交
換
を
実
現
す
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
に
対

し
て
積
極
的
な
規
制
を
行
う
も
の
を
意
味
し
、「
軽
規
制
ル
ー
ル
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
市
場
の
発
展
を
阻
害
し
な
い
た
め
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
す
る
規
制
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
を
意
味
す
る
。

）
九
四
四
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（
2
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政
策
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響
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ポ
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科
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技
術
、
イ
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け
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バ
マ
大
統
領
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リ
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シ
ッ
プ
事
例
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〇
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a ’s L

eadership in S
cience, T
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）」
を
参
照
、https://obam

aw
hitehouse.

archives.gov/the-press-offi
ce/2016/06/21/im

pact-report-100-exam
ples-president-obam

as-leadership-science

（
二
〇
二
〇
年
一
一

月
二
三
日
閲
覧
）。

（
3
） 

具
体
的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
イ
ン
フ
ラ
政
策
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
支
援
す
る
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
技
術
機
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

（B
roadband T

echnology O
pportunities P

rogram

）」
の
立
ち
上
げ
や
、「
コ
ネ
ク
ト
ア
メ
リ
カ
基
金
（C

onnect A
m

erica F
ond: C

A
F

）」

の
設
置
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ン
フ
ラ
政
策
が
あ
る
、https://obam

aw
hitehouse.archives.gov/the-press-offi

ce/2016/07/15/fact-sheet-
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inistration-announces-advanced-w

ireless-research

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲
覧
）。

（
4
） 

小
向
太
郎
「
米
国
連
邦
通
信
委
員
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
政
策
」『
情
報
法
制
研
究
』
一
巻
、
二
〇
一
七
年
、
三
六
─
四
四
頁
。

（
5
） 

佐
々
木
勉
「
欧
米
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
中
立
性
の
政
策
」『
情
報
通
信
学
会
誌
』
三
四
巻
二
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
四
〇
─
一
五
〇
頁；

実
績
寿

也
「
ネ
ッ
ト
中
立
性
規
制V

er.4

へ
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
3.0
の
世
界
」『
情
報
法
制
研
究
』
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
九
─
四
三
頁；

実
績
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也
「
オ
ー
プ
ン
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ン
タ
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ネ
ッ
ト
命
令
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係
る
控
訴
審
判
決
の
影
響
」『
情
報
通
信
学
会
誌
』
三
二
巻
一
号
、
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〇
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四
年
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二
頁；

実
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寿
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ネ
ッ
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ワ
ー
ク
中
立
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経
済
学
：
通
信
品
質
を
め
ぐ
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分
析
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
：
松
宮
広
和
「
近
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
再
論
」『
群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
研
究
論
集
』
一
八
巻
、
二
〇
一
一
年
、
九
七
─
一
二
九

頁；

東
條
吉
純
「
米
国
連
邦
通
信
委
員
会
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
規
則
：
差
別
行
為
の
規
範
的
分
類
の
試
み
」『
立
教
法
学
』
八
五
号
、

二
〇
一
二
年
、
五
〇
八
─
四
八
六
頁；

田
中
絵
麻
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
規
制
の
現
代
的
課
題
：
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
」『
情
報
通

信
政
策
研
究
』
四
巻
二
号
、
二
〇
二
〇
年
、
五
五
─
七
三
頁；

田
中
絵
麻
「
米
国
に
お
け
る
通
信
法
の
適
用
範
囲
を
巡
る
議
論
と
政
権
交
代
に
よ
る

影
響
の
考
察
：
モ
バ
イ
ル
・
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ン
に
お
け
る
価
格
差
別
の
視
点
か
ら
」『
情
報
法
制
研
究
』
二
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
─
二
八
頁
。

（
6
） 

米
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
政
策
過
程
の
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
、
清
原
聖
子
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
米
国
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
政
策
過
程
：
政
策
類
型
と
教
育
・
図
書
館
団
体
の
政
治
化
を
中
心
に
」『
年
報
政
治
学
』
五
六
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
、

二
五
二
─
二
七
二
頁
。

）
九
九
四
（

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
八
九

（
7
） 

秋
吉
貴
雄
・
伊
藤
修
一
郎
・
北
山
俊
哉
『
公
共
政
策
学
の
基
礎
（
新
版
）』
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
二
頁
。

（
8
） 

Ｂ
・
ガ
イ
・
ピ
ー
タ
ー
ス
『
新
制
度
論
』
土
屋
光
芳
訳
、
芦
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
二
頁
。

（
9
） 

真
渕
勝
「
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
お
け
る
『
制
度
論
』
の
復
活
」『
思
想
』
七
六
一
卷
、
一
九
八
七
年
、
一
二
六
─
一
五
四
頁
。

（
10
） 

秋
吉
貴
雄
「
時
間
の
中
の
会
計
検
査
制
度
：
異
質
な
制
度
進
化
の
歴
史
分
析
」『
法
学
新
報
』
一
二
二
巻
、
二
〇
一
六
年
、
六
─
七
頁
。

（
11
） 

同
上
、
五
一
─
五
六
頁
。

（
12
） 

同
上
、
九
二
─
九
九
頁
。

（
13
） 

河
野
勝
「
新
し
い
比
較
政
治
学
へ
の
序
奏
」
河
野
勝
・
岩
崎
正
洋
編
『
ア
ク
セ
ス
比
較
政
治
学
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
九

頁
。

（
14
） 

古
地
順
一
郎
「
ピ
ア
ソ
ン
の
歴
史
的
制
度
論
」
岩
崎
正
洋
編
『
政
治
過
程
の
理
論
分
析
』
三
和
書
籍
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
七
頁
。

（
15
） 

ピ
ー
タ
ー
ス
、
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。

（
16
） S

arah M
orris, “T

he N
ext P

resident ’s T
ech L

egacy H
as a H

ead S
tart, ” A

ugust 25, 2016, https://w
w

w
.new

am
erica.org/

w
eekly/edition-132/next-presidents-tech-legacy-has-head-start/

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲
覧
）。

（
17
） 

オ
バ
マ
大
統
領
は
演
説
の
中
で
「
我
々
は
科
学
を
本
来
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
戻
す
」
と
宣
言
し
て
い
る
、https://obam

aw
hitehouse.

archives.gov/blog/2009/01/21/president-barack-obam
as-inaugural-address

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲
覧
）。

（
18
） 

実
績
寿
也
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
立
性
「
問
題
」
と
は
何
か
？
」、
二
〇
〇
八
年
、https://rp.kddi-research.jp/article/R

A
2008033

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
閲
覧
）。

（
19
） 

土
屋
大
洋
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
（
サ
イ
バ
ー
空
間
、
宇
宙
、
北
極

海
）
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
新
し
い
課
題
』、
二
〇
一
〇
年
、
二
七
─
四
一
頁
。
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歴
史
分
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法
学
新
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』
一
二
二
巻
、
二
〇
一
六
年
、
六
─
七
頁
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（
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上
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一
─
五
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頁
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学
へ
の
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・
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正
洋
編
『
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済
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〇
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年
、
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〇
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と
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に
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す
」
と
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言
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、https://obam
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as-inaugural-address

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲
覧
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（
18
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実
績
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ッ
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ー
ク
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立
性
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問
題
」
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は
何
か
？
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〇
八
年
、https://rp.kddi-research.jp/article/R

A
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（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
閲
覧
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（
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） 

土
屋
大
洋
「
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ー
ス
ペ
ー
ス
の
ガ
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ナ
ン
ス
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
『
グ
ロ
ー
バ
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・
コ
モ
ン
ズ
（
サ
イ
バ
ー
空
間
、
宇
宙
、
北
極

海
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に
お
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日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
九
〇

（
22
） 

Ibid., p. 149.
（
23
） 

Ibid., pp. 165-172.
（
24
） 
米
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
有
者
と
区
別
さ
れ
な
い
、E

li M
. N

oam
, M

ed
ia C

on
cen

tration
 an

d
 O

w
n

ersh
ip in

 

A
m

erica, （N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity P

ress, 2008

）; F
ederal C

om
m

unications C
om

m
ission 

［
以
下F

C
C

と
略
記
］, “L

ocal T
elephone 

C
om

petition S
tatus as of D

ecem
ber 31, 2006, ” http://hraunfoss.fcc.gov/edocs_public/attachm

atch/D
O

C
-279231A

1.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
閲
覧
）; F

ederal C
om

m
unications C

om
m

ission, “H
igh-S

peed S
ervices for Internet A

ccess: S
tatus as 

of June 30, 2007, ” http://hraunfoss.fcc.gov/edocs_public/attachm
atch/D

O
C

-280906A
1.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
閲
覧
）。

（
25
） 

土
屋
大
洋
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
立
性
と
政
策
の
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

─
日
米
間
に
お
け
る
議
論
の
比
較
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
内
法
学

研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
八
三
巻
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
二
八
─
二
二
九
頁
。

（
26
） M

ichael K
 P

ow
ell, “P

reserving Internet F
reedom

: G
uiding P

rinciples for the Industry, ” http://hraunfoss.fcc.gov/ edocs_

public/attachm
atch/D

O
C

-243556A
1.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
閲
覧
）。

（
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） F

C
C
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adison R
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m
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L
C
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C
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）, M
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A
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2.pdf

（
二
〇
二
〇
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一
一
月
二
七
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（
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） F

C
C

, “A
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ork for B
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ireline F
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C
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A
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ents/F
C

C
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1.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
七
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閲
覧
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（
29
） 

Ibid., p. 3.

（
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） P

eter S
vensson “C
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cast B
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e Internet T
raffic, ” O
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w

w
.w
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content/article/2007/10/19/A
R
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l

（
二
〇
一
八
年
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〇
月
二
九
日
閲
覧
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（
31
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C
C
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ledge; B

roadband Industry P
ractices, ” 23 F

C
C
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（15

）, 

A
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C

C
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1.pdf
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〇
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一
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七
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覧
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（
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orp. v. F
C

C
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.C
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）.

）
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九
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バ
マ
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お
け
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
形
成
過
程
（
福
森
）

一
九
一

（
33
） 

補
助
的
管
轄
権
（ancillary jurisdiction

）
と
は
、
法
的
根
拠
が
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
関
連
す
る
既
存
の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行
使

さ
れ
る
権
限
を
意
味
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
一
九
三
四
年
通
信
法
タ
イ
ト
ル
Ⅰ
に
基
づ
き
な
が
ら
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
Ｉ
Ｓ
Ｐ
に
対
し
て
用
い
た
規
制

権
限
を
指
す
。

（
34
） F

C
C

, “ F
ram

ew
ork for B

roadband Internet A
ccess, ” 25 F

C
C

 R
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）, 75 F
R
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gov/public/attachm
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C
C
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（
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〇
二
〇
年
一
一
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閲
覧
）。
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C
C
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）, 76 F
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C
C
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1.pdf

（
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〇
二
〇
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一
月
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日
閲
覧
）。

（
36
） 

有
償
優
遇
措
置
（paid prioritization

）
と
は
、
追
加
料
金
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
特
定
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
通
信
速
度
を
高
速
化
す
る
特

別
措
置
を
意
味
す
る
。

（
37
） 

メ
ト
ロ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
（M
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